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アナトリア西部の水銀鉱床

高錨清(資料室)

水銀というとわが国では公害の元凶のように考え

られ言葉の端にのせるのもはばかられる昨今ではあ

るが一方電子器機校との製造塩化ソｰダ奇性ソ

ｰダなどの製造工程における処理医療器具その他の工

業用電池など広範囲に利用されているのが実情である.

1973年度の“Minera1sYea･booL"によると同年度の

生産量は27.6万フラスコ〔1フラスコ÷32k9〕でありフ

ラスコ当りの単価は約270-290米ドルであった.

同年度の最大の生産国は世界的に有名なアルマｰデ

!水銀鉱山を保有しているスペイン(6万フラスコ/年)

でありこれに次いでソ連イタリアメキシコ中

国ユｰゴスラビアアルジエリアカナダと続きト

ルコは世界第9位の水銀生産国として知られている.

現在トルコは年聞8,439フラスコ(約295トン)の生産

量を示しこの70%以上は国営企業であるエディ･バ

ンク社によるものである.これらの水銀の大半は米

国欧州諸国に輸出されている.

トルコの工一ゲ海地中海沿岸地方すなわちアナト

リア西部は人間文明の発生地メソポタミヤやエジ

プトにも近く画歴前数1,000年も前からの遺跡も多く

知られておりこれらの遺跡の洞穴や住居生活の道具

匁とには赤粗色の美しい辰砂を使用して絵を画いた

り塗装用として使用されたものが残されている.

このような辰砂を塗料としての利用はトルコの有名な

カッパドキャ地下都市のような比較的新しい時代の洞

穴住居跡の壁画や完全ではないが水銀の有名な産地

に近いコンヤ南方のチャタルウエック〔チャタノレウエッ

クの辰砂による人骨にほどこした模様は発掘遺跡の第四層に

発見されM肌LAART(1967)による炭素同位体による年代測

定では6280B.C.とされている〕の遺跡跡にも知られてい

る.

コンヤの近くのシスマラディク地方はアナトリ

ア西部でも有数の水銀鉱床の賦存地域であるがチャ

タルウエックの遺跡の発掘により明らかにされている

以前西歴8000B.C.ごろからこの地方から水銀鉱物

が赤い石として採取されたことが推定されている.

地中海沿岸の都市国家が栄えた時代とくにギリシア

ロｰマ時代にはこの地方はイズミｰル周辺と共に辰砂

が盛んにほられたことが推定され主として絵画や陶器

土器の塗料その他に使用されていたことが知られてい

る.これらの水銀鉱床はその後の医薬用金の製錬

用その他の用途の拡大と共に散発的に開発されていた

が近代的に開発されだしたのは20世紀に入ってから

である.

①カッパドキャの洞穴住宅現在は侵蝕が進みくずれかけている.これらの洞穴がつくられて

いる岩石は主として第四紀に活動したエルシヤスやノ･ツサン火山からの中酸性火砕岩よリな

っている.

②カッパドキャの洞穴教会内の壁画.8～11

世紀頃の作品と思われるが偶像礼拝をきら

うイスラム教徒によりその多くは顔面その

他に損傷が与えられている,�
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彼が水銀の鉱石である辰砂であることを思いだし現地

調査を行なって発見したという.

当時この石灰岩洞穴には人骨や採掘用の器具など

も残されてお.りこれらは古代人の鉱山師であろうと推

定している.S亘蝸肌Ess(1908)はこれらの石灰岩

の洞穴の底部に炭酸石灰質の泥土層中に発見された50

以上の人骨等は多分小アジアに繁栄したフリジア人の

ものであろうと推定している.､R畑sAY(1905)は

シズァはフリジア人により鉱山の神様とされた“ZIZ-

MA"に由来すると推論しこの当時アナトリアｰ帯

はフリジア人により各所セ鉱石採掘が行なわれたとし

ている･このフリジア人は1500B.C.頃アナトリ

アに来て青銅を作る技術を知りさらに1200B.C.には

ヒッタイト人から鉄を作り使用する技術をおぼえご

れらは後の時代のギリシアロｰマ時代に引継がれて行

ったとされている.

現在のシスマ地方はロｰマ時代の2世紀には“La-

0diceゴ'と呼び初期のロｰア時代は水銀よりも辰砂

(当時は“VermiIion"と称した)を生産したとR畑sAY

(1905)により報告されている.

当時はイベリアと称したスペインの辰砂の産出と比肩

するほど有名放水銀産地であったことが水銀鉱山で栄

えたこのシマズ地方の遺跡によって知られている.

興味のあることは水銀回収の技術でギリシアロ

⑩エテイバンク社により操業されている水銀製錬所

⑪チラクマン鉱山の小型製錬所�
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一マ時代のものとされているチャラクマン鉱山の水銀

回収の技術は原理的には現在の回収技術とは変らず炭

や薪を燃料として鉱石を熱し蒸発させた水銀を回収

すると云うもので鉱業の歴史の上でも非常に興味深い

ものがある.

本論にもどりトルコの水銀鉱床は成因的にみると

①酸性深成岩類に関係するもの

②第三紀火山活動に関係をもつもの

に大別される.

①酸性深成岩類に関係する鉱床

このグルｰプは深部の酸性火成岩マグマからの鉱化

｡液が石灰質岩層中に上昇し鉱床を形成したもので二

一デラディクシスマ地方のように熱水交代性鉱床

を生成しているものと明瞭粗鉱脈やレンズ状鉱体を形

成するカラフノレンハルキョイァラシェヒｰルシ

ェイシャハンのような熱水鉱床型のものがみられる.

熱水交代性鉱床の代表としてラディクシスマ地方

の例についてのべる.

1969年エディバンク社により鉱石処理量175tOn/目

の近代式ロｰタリｰ炉が完成し回収率95%以上の寓能

率により現在設備倍増で実績を上げている.

鉱床賦存地域の地質は主として石灰岩千枚岩の累層

よりなり部分的に砂岩層の挾在変成された斑岩類の

分布が知られている.地質時代は指示化石は認められ

ないが古生代と推定されており広域変成作用をうけ

ている.変成斑岩類とされているものはBAYIc(1969)

により緑色片岩相とされているものに相当する.こ

れらの古生層の上位に部分的に第四紀の礫岩や河川堆

積物がのっている.

古生層の一般的走向は略東西を示し傾斜は北方に

15｡～45｡を示しているが部分的には断層粧とにより

垂直のように急傾斜を示すところもある.

大部分の水銀鉱床は辰砂を主とする層状鉱体として千

枚岩層下位の石灰岩層上位に地層に整合的に賦存して

いる.そしてこれらの鉱床は岩石と同様に広域的枚

変成作用を受けているのが特徴的である.

構造的な特徴としてブユック鉱山の鉱床のように背

斜軸に沿って発達するものチラックマン鉱山の鉱床の

ように千枚岩との急傾斜の断層面に関係する北西方

向の割目に沿って鉱化作用が優勢となっているものも

ある.一般的には鉱染状塊状不連続な小鉱脈を示

して賦存するものも知られている｡辰砂の他に黄鉄

鉱や少量の輝安鉱僅少の螢石などが共存鉱脈め脈

石である方解石石英中に賦存している.

さらにこの地域の鉱石中には少量ではあるがメタ辰

砂が賦存することをNIE亘｡F(1961)により報告されて

いる.明らかにメタ辰砂と同定することは困難であ

るが辰砂の多く胚胎する部分に薄い黒色の縞がみられ

この部分の水銀分析結果が著しく高い事実が報告され

その賦存を暗示している.

⑫プユック鉱山坑口.エテイパンク社により開発中

の主要運搬坑道坑口上位は露天採掘の跡.
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⑬プユック鉱山.1,547m水準坑道の地質鉱床図(CENTO原図)�
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⑭ブユック鉱山とチャリジヤ鉱山の鉱化帯の胚胎する千枚岩と石灰岩

との等高線図(CENT01969)

また自然水銀はチラクマン鉱山のように断層性割

目に密接な関係をもつ鉱床に普通にみられる.

水銀鉱物以外では輝安鉱はチャリジア鉱山ブユ

ック鉱山などの一般に珪質水銀鉱石に多く辰砂と共に

.認められるが量的には少壮い.また水銀製錬上問

題となると思われる雄黄(As･S･)や鶏冠石(AsS)な

どもチラクマン鉱山にみられるけれども一般的に

輝安鉱と同様精製上問題に祖るほどではない.

黄鉄鉱と共に白鉄鉱や硫砒鉄鉱の賦存も知られてい

るがH0LL(1966)によると硫砒鉄鉱は鉱床の中には

一般的に殆んど随伴し恋いとのべており水銀鉱床の生

成との直接的柱関係を否定している.

螢石などはごく一般的に少量ではあるが脈石中にと

もなわれる.また鉱床露頭付近に多く認められる

孔雀石藍銅鉱赤銅鉱銅藍などの銅鉱物は多分水

銀を含む四面銅鉱などの二次風化による産物と考えられ

ている.

次に酸性深成岩体の貫入によりこれに関係をもつと

考えられている浅熱水性鉱床にはイズミｰル西方の半

島地域のカラブルン鉱床地帯やベイダ西北方のハルキ

ヨイ鉱床また黒海沿岸に近いイネポルｰカスタムヌ

間に分布するシェイシャハン鉱床汝とが代表的なもの

である.

カレジツキ鉱床はカラブルン鉱床地帯の代表的なも

ので近代的鉱山として20世紀のはじめ英国の鉱山会

社により開発がはじめられ鉱区は外国の会社に転売さ

れ恋がらも稼行がつづけられ第2次世界大戦前までに

約20,000フラスコの水銀が生産されたと伝えられている.

工一ゲ海に望むイズミｰノレ西方の半島地域の地質は古

生代の変成岩類と白亜紀の石灰岩礫岩砂岩などの堆

積岩層により構成されこれらの古期岩類は第三紀の玄

武岩質岩脈により切られている.

特徴的なことは水銀鉱床は主として通称“珪岩"

としている珪化された結晶片岩中に胚胎しておりこれ

らの水銀の鉱化作用を受けている母岩は玄武岩質岩脈の

周辺で緑泥石化などの変質が認められることも知られ

ている.カレジヅキ鉱床では200皿×60㎜の規模の

“珪岩"が断層帯に沿って走向NS方向に発達しこ

の中に辰砂を鉱染するピｰナツ型の鉱体が胚胎してい

る.辰砂の含有量は鉱染の状態により変化し不規

⑮チャリジャ鉱山の水銀鉱床露頭部､看灰岩層と千枚岩層との境界

に沿う層間破砕帯部に網状含水銀石英方解石脈が生成されている.

⑯チャリジャ鉱山の旧坑､残柱部が鉱化帯で約2mの厚さの鉱化

帯が緩傾斜で地層面にほぼ整合的に胚胎している.�
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則であるが平均O.54%Hgであり鉱体の上位では

辰砂メタ辰砂汰とが賦存し下位では辰砂と共に随伴

される黄鉄鉱の量が増加するといわれている.

イズミｰル東部のメンデレスマシフの中に分布する

ベイダ西方ハルキヨイ鉱床付近の地質は古生代の片

麻岩雲母片岩などの変成岩類により構成されている.

鉱化作用は片麻岩と雲母片岩との境界部あるいは

断層裂がなどにともなう含辰砂黄鉄鉱石英脈やこれ

にともなう鉱染状鉱脈として形成されている.

鉱石の平均品位は0.45%HgでM.T.A調査では

75,000トン以上の埋蔵鉱量があるとしている.

優勢な鉱脈は走向N70.W傾斜35～70切裂かに沿

う走向方向に1kmにも連続する粘土化帯に胚胎し

辰砂の鉱化の認められる部分はこの中に幅5～30mの

変化をもって連続している.M.T.Aおよびエディバ

ンク社は開発計画をたてこの地域の鉱山開発と探鉱

にカを入れているのが現状である.

このような型の鉱床はこの地域のほか黒海沿岸に

近いシェイシャハン鉱山などが知られているがいずれ

も断層あるいは裂か帯に沿う熱水性鉱化作用と考えられ

ている.

②第三紀火山活動に関係する鉱床

アナトリア全域にわたって第三紀火山活動にとも狂

って硫黄砒素水銀などの昇華性ガスを含む鉱液に

より生成された鉱床の分布が知られているがクタヒャ

付近のムラトダエルマダ狂どの火山の周辺に分布する

バルダルやジヨンブル鉱床たどはその代表的なものと考

えられる.

いずれも第三紀流紋岩あるいは石英安山岩中に胚胎

する鉱脈型の鉱床で鉱脈の周辺の母岩は著しく珪化作

用をうけている.バルダルではこのよう校鉱脈に沿

って約200mの坑道探鉱が行祖われており採取した

試料のM.T.Aでの分析では1.67%Hgを示しこの

地域で約50,000トンの埋蔵鉱量があると報告がされて

いる.

トルコは1975年4月に設立された水銀生産国同盟

(アルジェリアスペインメキシコイタリアユｰ

ゴスラビアおよびトルコ)の一員であり政府としても

重要鉱物資源の一つとして取上げている.

トルコ独立50年祭におけるM.T.A総裁S.ALP州

博士の講演ではイズミｰルマニサウシャクニｰ

デカスタムヌコンヤの6ヶ所の主要水銀鉱産地の探

査狂らびに開発を促進し1972年産出粗鉱100,O00ト

ン(0.5%Hg)であったものを1977年には239,000ト

ン(0.5%Hg)に上昇させる計画であることをのべてい

る.

1972年当時のエディバンク社は同年の産出鉱石の70

%を処理して207トンの水銀を生産している.

そしてまた同年にはトルコ全体の生産を上回る

292トンの水銀が輸出されトルコの外貨獲得の一部を

しめていることを強調している.
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